
１２月避難訓練 実施案 

堀船小学校 生活指導部 

１ ねらい 
  火事避難および２次避難の基本的行動を身に付ける。 
２ 日時  

１２月１８日(水) ８:５０～９：２０(１校時授業中) 
※雨天時 体育館に避難。二次避難のことは伝え、避難 

は行わない。 
 
３ 準備物（担当） 

放送（副校長） 本部旗、メガホン、児童数確認表（副校長）  
出席簿（担任） 門開放（主事・実際は他教職員も開ける可能性あり） マットの準備（主事） 
記録写真・記録動画（研究主任） 

４ 避難経路の制限 
火元から遠い階段・昇降口を使用する。※第一階段・第二階段使用可。 

５ 校内巡視の担当 
  １階…事務  ２階…主事  ３階…主事  ４階…主事 

６ 訓練の実際 

 時間の推移 ・児童の動き ●教職員の動き 

事前

指導 

 ・火災に対する心構えと安全な行

動の仕方を確認する。 

・２年２組、５年１組、６年２組

から各１名の児童にトラブルあ

り。（学級での事前の話し合いで

決める。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

避

難

訓

練 

【事案発生】（副校長） 

「訓練。訓練。火事です。理

科室より火災が発生しまし

た。校庭に避難します。第

三階段は使えません。防災

頭巾をかぶり、ハンカチで

口を押さえます。担任の先

生の指示に従い、おかしも

の約束を守って避難しま

す。避難開始」 

※２回繰り返す。 

【避難】 

 

 

 

 

 

 

【人員確認】 

【人員確認完了】（校長） 

「燃え広がる可能性があるの

で、二次避難場所の堀船公園

に移動します。担任の先生に

従い、安全に気をつけて移動

します。プール門、正門に近

いクラスから順番に移動し

ます。移動はじめ。」 

・伝達内容を聞き、状況を把握す

るとともに、これからどのよう

に、避難するかを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・防災頭巾をかぶり、整列する。

教職員の指示に従い、校庭に避

難する。 

・煙の害を想定し、口をハンカチ

で押さえ、姿勢を低くする。 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの門に近いクラスか

ら 、列を崩さずに移動する。 

 

 

●窓を閉める。カーテンを開ける。 

 

 

 

●児童にトラブルがあった場合

は、教員が声をかけ合って動く。 

 

 

 

 

 

●準備ができた人から整列させ

る。 

●出席簿の学級表示を児童に向け

ながら避難誘導する。 

●異状の有無に関係なく、校舎内

の巡視をする。 

→本部に報告する。 

 

●人員を確認し、本部に報告する。 

｢○年○組 在籍○名、欠席○、異

状なし。｣ 

●主事はプール門、正門を開け、

二次避難経路に立つ。 

●出席簿の学級表示を児童に向け

ながら避難誘導する。 

 

【想定】 
・予告あり 
・理科室より出火。 
・堀船公園に二次避難。 
【避難場所】体育館前→堀船公園 
【２次避難経路】 

プール門・正門→堀船公園 

本部（副校長）が

先に２次避難場所

に移動する。 



 

【再度人員確認】 

 

 

 

 

【学校長の話】 

 

 

 

 

 

 

・講話を聞く。防災頭巾は抱えて

持つ。 

 

 

●再度、人員を確認し、本部に報

告する。 

｢○年○組 在籍○名、欠席○、異

状なし。｣ 

●避難訓練担当から２年２組、５

年１組、６年２組担任にマイク

を渡し、児童へのインタビュー、

補足説明等を行う。 

事

後

指

導 

【教室へ戻る】 

１、２年→３、４年→５、６年 

 

【教室でふりかえり】 

・上履きのまま避難しているの

で、砂をよく落としてから校舎

内に入る。 

・安全に避難できたか、ふりかえ

りをする。 

●上履き用の足拭きマットを用意

しておく。（主事） 

 

 

７ 堀船公園での隊形   明治通り方向に向き、中央から並ぶ。（火元の理科室を背にする。） 

 

明治通り                 東京書籍 

 

堀船公園 

 


